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I はじめに
資本主義が産業資本主義から独占資本主義へ段階移行するのにともなっ
て，流通過程においても，生産過程における独占資本の出現という質的変化
に基本的に規定されながら，資本主義的生産関係という基底的枠組内でいわ
ば段階を画するような大きな質的変化が生じた。この変化の本質を私なりに
要約的に述べれば，次のようになろう。
独占資本主義段階においては， それまで商品流通の主要な部分を社会的集
中的に媒介していた商業資本は，一方では自立的存立の可能性がまだあるに
もかかわらず，独占利潤の取得のために， その自立性が外的強制的に制限な
いしは否定され， それにかわって，独占的産業資本が実質的に直接無媒介に
流通ないしは市場に進出し，流通を支配しながら商品価値の実現機能を中心
的に遂行し，他方ではそれを補完するかたちで，従前の商業資本の競争のな
かから生成した相対的に独自な存在としての独占的商業資本が流通を支配し
ながら，媒介的に商品価値の実現機能を遂行する。これら2つの主要な商品
価値実現の基本的形態は，国家の絶大な支援をうけつつ展開される。さら
に，独占利潤の増大という内生的要因によって独占的産業資本と独占的商業
資本の結びつきから， それらに独占的銀行資本をもくわえた独占的結合体と
しての金融資本の生成へと展開するにつれて，流通支配はより強められ， よ
り包括的に展開されるようになるが，他面では同時に独占的商業資本の自生
的な自立性の制限を含みながら，商業資本一般の自立性の制限ないし否定が
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るから，商品資本は形式的にはもとの産業資本の商品形態に復帰していると
はいえない。しかし，系列化された商業資本の商品資本は，実質的にはもと
の産業資本のいわば直接的な延長である。系列化されない商業資本において
は，事情が異なっている。それはなお，原則として多数の産業資本の商品を
媒介している。しかし，系列化されない商業資本には， 自由競争段階の商業
資本がもっていたような自立性はもはや存在しない。それは絶大な支配力を
もつ金融資本に従属している。このことは反面からみれば，産業資本の商品
形態が完全に商業資本の商品形態に転化せず，ある程度それ自体として直接
市場とつながっていることを意味する。このように「資本主義の独占段階で
は，商品資本はそれ自体として多かれ少なかれ直接市場と結びついている。
そこでいまかりに独占段階における商品資本のこのような直接的な，無媒介
（3）
の運動過程を配給過程とよぶ」ことにしよう。
森下氏は上記のごとくに配給過程を規定された後で， これと商業資本の自
立化による商業過程を比較分析することによって，氏の配給概念をより明確
に浮き彫りにされている。しばらく氏の主張に耳を傾けることにしよう。配
給は全体としての流通過程であるのにたいして，商業はその一部であるにす
ぎない。さらにいえば，商業は産業資本の再生産過程から分離自立化し， こ
れと外的に対立する流通過程の一部であるのにたいして，配給は産業資本の
商品資本そのままの運動として，産業資本の再生産過程に包摂され，生産過
程と内的に統一されている。このように商業の否定者としての配給は，独占
段階ではじめて必然的に登場する流通の特殊な形態であり，すぐれて歴史的
な存在である。しかし， 配給は商業を完全に否定することはできない。だ
が，独占資本主義下の流通過程での主役は配給であり，商業は助演者の役割
を演ずるにすぎない。
視点をかえていえば,自立的な商業資本によって媒介される商品流通の形
態としての商業機構は， 自然発生的な社会的分業にゆだねられた横断的な機
構であるということができる。ここでは，産業資本は商業資本を統制するこ
ー
（3）同上書， 284ページ。
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とができない。これにたいして，生産と流通が統一的な個別的分業ないしは
技術的分業によって編成され， これによって商品流通が担当される形態とし
ての配給機構は，縦断的な機構であるということができる。ここでは，流通
過程の規定的な部分は独占資本によって包摂され，支配されている。しかし
ながら，全体としての流通過程は独占資本によって組織され，管理しつくさ
れているということはできない。 ｢全体としての商品流通はなお，独自の法
則性をもって個別資本にたいする規制力として作用しつづけるであろう。だ
が， それにもかかわらず配給機構においては巨大資本間の競争の制限，独占
によって， その作用形態は商業機構におけるそれとはいちじるしく異なって
いる。全体としての流通過程は独占資本の縦系列を規定的な要素として含む
（4）
ものとなっているのである｣。
森下氏は『現代商業経済論』の当該箇所において，上述のごとくに配給概
念を体系的に展開されているが，氏の配給概念の要点を私なりに整理すれ
ば，次のようになろう。氏の規定される配給においては，産業資本の商品資
本は社会的に自立的な商業資本を媒介せずに，直接無媒介に市場と結びつ
き，商品価値の実現機能を遂行している。換言すれば，商業は流通の一部で
あり， ここでは生産と流通が分離されているのにたいして，配給は流通の全
体であり， ここでは生産と流通が統一されている。したがって，商業では産
業資本の統制がおよばないのにたいして，配給では独占資本の流通支配が行
なわれる。このように社会的総体としての流通過程では，独占資本の流通支
配が規定的な側面をなしているけれども， この過程は独占資本によって支配
しつくされているということはできない。この過程はなお，独自の法則性を
もって個別資本にたいする規制力として作用しつづけている。しかし，その
作用形態は独占の形成によって，以前の自由競争段階のそれとは大きく異な
るものとなっている。
（4） ・同上書， 297ページ。

独占資本主義下の流通過程の基本的性格（加藤） （557)7
いには，独占的商業資本が流通を支配しながら媒介的に担当する商品価値の
実現の側面をも金融資本の一構成要素としてだけではなく，その前の論理段
階において，それ自体としてあるいは独占的産業資本が流通を支配しながら
実質的に直接無媒介に行なう商品資本の機能の遂行との関連において考察さ
れなければならないように思われる｡
なお， これと同じ不十分性は，表現こそ多少違っているけれども,氏が自
由競争下の流通機構としての商業機構は横断的な機構であるのにたいして，
独占資本主義下の流通機構としての配給機構は縦断的な機構であると規定さ
れるだけで，独占的商業資本を考慮にいれて，その内容をより詳しく規定さ
れていない点にもあらわれている。独占的産業資本が流通を支配し，実質的
に直接無媒介に商品価値の実現機能を遂行しているのが，総体としての流通
機構の規定的な部分において主要な側面をなしていることや独占的産業資本
と独占的商業資本が流通支配面での結合を強め,基本的には協調的に商品価
値の実現機能を行なうにいたっていることや金融資本がさらに流通支配を強
め，実質的に直接無媒介に商品価値の実現機能を担当している点を考えれ
ば，独占資本主義下の総体としての流通機構は基本的には縦断的なものであ
り， しかもその傾向を強めていると規定されることはもちろん一般的には正
しいことである。しかし，独占的商業資本を考慮にいれて， それをより詳し
く段階的に規定すれば次のようになろう。 ､
まず，独占的商業資本が独占的産業資本にたいして社会的に相対的な独自
性を保って運動する論理段階においては，社会的な商品流通の規定的部分は
主要には独占的産業資本が流通を支配し，形式的にはともかく実質的に直接
無媒介に販売する形態によって担当されるけれども， しかしそれは副次的に
は独占的商業資本が流通を支配しながら行なう媒介的な販売によっても担当
される。前者においては縦断的な部分的流通機構が， また逆に後者において
は横断的な部分的流通機構が構築されることになるが， しかし流通機構を総
体としてみれば，独占的商業資本による横断的な部分的流通機構が副次的側
面として含まれながらも，独占的産業資本による縦断的な部分的流通機構が
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主要な側面をなしているということができる。次に，独占的商業資本がさら
に展開し，独占的産業資本と部分的には対立しながら，基本的には協調して
流通の独占的支配を強め，独占利潤をいっそう大きくしようとする論理段階
では，独占的商業資本によって構築された副次的な位置にある横断的な部分
的流通機構は変質しはじめる。すなわち，独占的産業資本と独占的商業資本
が基本的に協調して流通支配を強化し，基本的に協力しながら価値実現機能
を担当するようになるにつれて，流通の支配力はもちろん増強されるが， し
かし他面では独占的商業資本の独占的産業資本にたいする相対的自立性は，
独占利潤のさらなる追求という自生的ないし自発的な理由によって， しだい
に制限されはじめ，総体としての流通機構の縦断的機構化への一般的な傾向
がますます強力に進展するのである。最後に，金融資本が形成され，独占的
商業資本がこの内部に包摂されるにいたる論理段階では，独占的商業資本は
社会的次元では相対的独自性を基本的に喪失し，主として金融資本の流通部
門を担当し， グループ全体の利潤最大化に奉仕するようになる。ここでは，
従前のように独占的産業資本や独占的商業資本がそれぞれ個別的にあるいは
基本的に協調して，流通支配を行ないながら商品価値の実現機能を遂行する
のにかわって，金融資本は具体的には自己の内部に位置する独占的産業資本
や独占的商業資本の流通装置をとおして，実質的には直接無媒介に市場に進
出し， 商品価値の実現機能を遂行する。換言すれば，金融資本の商品資本
は，形式的にはともかく実質的には直接無媒介の運動を行なうのである。こ
のことは，金融資本による流通機構の縦断化が社会的規模でいっそう強めら
れ， その社会的規模での縦断化が完全とはいえないまでも基本的に達成され
ることを意味する。すなわち，社会全体の商品流通の圧倒的部分が金融資本
の管理統制下におかれるようになるのである。これは森下氏が『現代の流通
機構』 （世界思想社）で指摘されるように，商業の社会性を否定するもので
はあるが， 「生産と流通，流通の諸段階を組織化するという意味では， より
（6）
一層高度の社会化を実現したものである」ということができよう。
（6）森下二次也『現代の流通機構」世界思想社， 48ページ。
独占資本主義下の流通過程の基本的性格（加藤） （559)9
第2点。森下氏は氏の配給概念すなわち独占資本主義下の流通過程の基本
的性格の確定において，独占的産業資本ないしは金融資本による流通の独占
的な管理統制のもとでの商品価値の実現というもっとも重要な側面について
は言及されているけれども，独占的産業資本や独占的商業資本ないしは金融
資本に主として奉仕する国家という経済外的な力によってなされるそれらの
独占的な価値実現機能の遂行への実質的な補強,支援というもう1つの留意
すべき側面については， 『現代商業経済論』の当該箇所においては見過ごさ
れている｡いうまでもなく， この側面は国家独占資本主義下ではより強めら
れているが，この側面が氏の念頭からまったく欠落しているかといえば，そ
うではない。氏は本書の他の箇所で，金融資本に編入された独占的商業資本
の機能を考察されるさいに， それは「国家権力などの経済外的手段にも訴え
（7）
る」と一言述べられているし， また『現代の流通機構』において， 「配給は
（8）
国家統制色の強いもの」であると指摘されているし， さらに氏の配給過程の
実質的内容をなす独占資本の市場行動とのかかわりで国家の役割を論じられ
（9）
ている。にもかかわらず， 『現代商業経済論』の当該箇所において配給概念
を確定されるさいに， この側面がまったく看過されている点にしめされてい
るように，氏の認識においては流通と国家の関連の問題， より精確にいえば
独占的産業資本や独占的商業資本あるいは金融資本が流通を支配しながら行
なう商品資本の機能遂行にたいする国家の援助の諸活動とその効果の問題
は，やや軽視されているように思われる。
では，独占的産業資本や独占的商業資本あるいは金融資本が流通を支配し
ながら行なう商品販売にたいして，国家はどのような役割を演ずるのであろ
うか。国家の流通への介入すなわち独占的産業資本や独占的商業資本あるい
は金融資本が流通を支配しながら行なう商品価値の実現にたいする国家の援
助は，他の経済領域への国家の介入と同様に独占利潤の極大化を支援し,同
｜
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森下二次也，前掲害， 262ページ。
森下二次也「現代の流通機構｣， 50ページ。
同上書， 56～7ページ。｜｜
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といわれている。全体としての流通過程において，独占的産業資本や独占的
商業資本あるいは金融資本が流通を支配しながら行なっている商品価値の実
現の規定的部分では，独占価格による収奪すなわち不等価交換が行なわれて
いるので， もちろん自由競争段階におけるような一般的利潤率という資本の
競争次元での社会的な自己調整力は基本的には失われている。だから， この
かぎりでは，氏のいわれるとうりである。だが，独占資本主義下の流通過程
では自己調整力がまったく作用しなくなるのかと問われれば，けっしてそう
ではないと答えなければならない。独占資本主義下においても自由競争下に
おいてと同様に，全体としての流通過程では価値ないしは価格が実現され，
両者が社会的規模で一致すること，換言すれば全体として価値どうりの販売
という社会的規模での等価交換の法則すなわち価値法則が作用し， これが私
的所有にもとづく資本主義的商品流通過程における基底的な自己調整力とな
っている。これが，上記のように全体としての流通過程にはなお残ってい
ると氏がいわれる独自の法則性のもっとも基底的な次元における法則性で
ある。
だが，このような価値法則を前提として剰余価値の生産およびその増大と
して作用する剰余価値法則の自由競争下の流通過程における作用形態として
の商業資本の自立化による一般的利潤率の上昇やそれによる一般的利潤率均
等化の媒介という自己調整力にかわって，独占資本主義下の流通過程におい
ては， この剰余価値法則は基本的には国家的な援助・調整装置を利用しなが
ら行なわれる独占的産業資本や独占的商業資本あるいは金融資本相互間の流
通の独占あるいは協調的流通行動にもとづく独占利潤の追求という形態をと
って作用するようになり， これが新たな調整力となるのである。このような
流通の独占あるいは協調的流通行動にもとづく調整は， それら相互間の競争
によってつねに失効の可能性をはらんでいるけれども， それにもかかわらず
それらの主要な行動形態である独占ないしは協調に立脚し， しかも社会全体
を形式的に包摂する位置にある経済外的力としての国家の調整力の支援をう
けているがゆえに，相対的に安定的な効果を発揮する。かくして，独占資本
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るいは金融資本に基本的に奉仕するという国家の資本主義的性格をそのまま
にして，いわば自律的に発動されるものでないのはいうまでもないことで
ある。
